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１　学歴別採用状況 （単位人）

（注）各年度中に採用した人数である。

２　事由別退職状況 （単位人）

（注）各年度中に退職した人数である。

３　部門別職員数の状況 （単位人）

（注）各年度４月１日現在の状況である。

４　フルタイム会計年度任用職員の任用状況

（単位人）

4年度 32

前年度 32

増減 0

条例上の定数 299 286

合計 283 276 7 0

公営企業等会計部門 25 25 0 0

特別行政部門（教育） 30 29 1 1 事業内容充実

一般行政部門 228 222 6 ▲ 1 新規事業実施、事業内容充実

16

区分
職員数 対前年度増減数

4年度の主な増減理由
4年度 前年度 4年度 前年度

0 8

増減 3 6 7

0 0 24

前年度 7 0 1 0 0 0

4年度 10 6 8 0 0

合計
普通退職 分限免職 懲戒免職 失職 死亡退職

増減 3 5 ▲ 1 7

区分 定年退職 勧奨退職
その他

4年度 10 6 4 20

前年度 7 1 5 13

Ⅰ　職員の任免、人数及び人事評価に関する状況について

区分 大学卒 短大卒 高校卒 合計



５　人事評価の状況

※各職員に対する評価者は次のとおり

会計年度任用職員

保育園に配置された職員

行わない

園長 次課長級

小中学校に配置された職員
職員が所属する学校の教頭又は主
幹教諭

職員が所属する学校
の校長

上記以外の職員
職員が所属する部署の課長補佐又
は係長級の者のうち上位の職位

次課長級

次課長級 部長級

被評価者（対象者の区分） 自己評価 評価者 確認者

公営企業
管理者

町　長次長級・課長級 本人 部長級
公営企業
管理者

課長補佐級・係長級 本人 次課長級 部長級

本人 次課長級 部長級

上下水道事業の事
務部局の職員

部長級 本人
公営企業
管理者

―

主任級・主事級 本人

教育長 町　長
次長級・課長級 本人 部長級 教育長

課長補佐級・係長級 本人 次課長級 部長級

主任級・主事級 本人 次課長級 部長級

教育委員会事務局
の職員

部長級 本人 教育長 ―

主任級・主事級

部長級 副町長

課長補佐級・係長級 本人 次課長級 部長級

確定者

町長の事務部局の
職員

部長級 本人 副町長 ―

副町長 町　長
次長級・課長級 本人

区分 内容等

概要

人事評価制度は、職員の能力を最大限に引き出し、一人ひとりの意欲･気付き･自発
性の増進を図り、組織全体の士気高揚を促し、公務能率の向上や人材を育成するこ
とによる住民サービスの向上を図ることを目的に実施している。評価期間は毎年４
月１日から翌年３月３１日までとし、対象職員ごとに業務目標を定め、自己評価と
評価者との面談をもとに能力と実績の評価を行っている。

区分 被評価者（対象者） 自己評価 １次評価 ２次評価 調整者



１　人件費の状況

（１）上下水道事業に係る会計以外の会計 （単位人・円・％・ポイント）

（２）上下水道事業に係る会計 （単位円・％・ポイント）

（注）１　各年度の決算による。

　　　２　住民基本台帳人口は各年度末現在のものである。

２　職員給与費の状況 （単位人・円）

（注）１　各年度の決算による。

　　　２　職員手当は退職手当及び期末勤勉手当を除いた諸手当の総額である。

121,713増減 577,267 1,221,468 2,096,081 3,894,816

32 69,005,443 7,588,965 20,062,215 96,656,623 3,020,519

▲ 249,390

フルタイム
会計年度
任用職員

4年度 32 69,582,710 8,810,433 22,158,296 100,551,439 3,142,232

前年度

増減 10 11,756,549 ▲ 6,757,064 ▲ 13,483,735 ▲ 8,484,250

276 1,022,506,716 303,394,016 408,516,924 1,734,417,656 6,284,122

▲ 6,598

合計

4年度 286 1,034,263,265 296,636,952 395,033,189 1,725,933,406 6,034,732

前年度

増減 ▲ 1 ▲ 3,742,986 ▲ 421,209 ▲ 1,731,006 ▲ 5,895,201

16 57,064,767 12,756,397 22,918,483 92,739,647 5,796,228

87,084

上下水道事業に係
る会計

4年度 15 53,321,781 12,335,188 21,187,477 86,844,446 5,789,630

前年度

増減 1 3,565,481 2,285,901 303,655 6,155,037

5,284,201

前年度 10 30,516,382 10,480,886 10,973,903 51,971,171 5,197,117

▲ 12,056,384 ▲ 8,744,086 ▲ 278,201

上下水道事業に係
る会計以外の公営

企業等会計

4年度 11 34,081,863 12,766,787 11,277,558 58,126,208

1,580,962,752 6,080,626

前年度 250 934,925,567 280,156,733 374,624,538 1,589,706,838 6,358,827普通会計

4年度 260 946,859,621 271,534,977 362,568,154

増減 10 11,934,054 ▲ 8,621,756

区分
職員数
(A)

給与費 １人当たり
給与費(B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 合計(B)

前年度 2,142,171,181 262,400,858 123,686,973 5.8

増減 ▲ 6,624,259 11,274,426 ▲ 8,509,717 ▲ 0.4

区分 総費用(A) 純損益 職員給与費(B) 総費用に占める職員給与費比率(B/A)

4年度 2,135,546,922 273,675,284 115,177,256 5.4

33,138,174,111 724,264,099 2,177,032,351 6.6

増減 ▲ 107 ▲ 2,169,712,151 89,770,921 18,962,766 0.5

0.1

合計

4年度 43,105 30,968,461,960 814,035,020 2,195,995,117 7.1

前年度 43,212

43,212 8,418,930,468 144,652,973 67,549,395 0.8

増減 ▲ 107 ▲ 250,066,253 64,247,043 6,990,732

11,972,034 0.8

公営企業
等会計

4年度 43,105 8,168,864,215 208,900,016 74,540,127 0.9

前年度

9.3

前年度 43,212 24,719,243,643 579,611,126 2,109,482,956 8.5普通会計

4年度 43,105 22,799,597,745 605,135,004 2,121,454,990

増減 ▲ 107 ▲ 1,919,645,898 25,523,878

Ⅱ　職員の給与の状況について

区分 住民基本台帳人口 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費率(B/A)



３　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額等の状況 （単位歳・円）

（注）１　各年度４月１日現在の状況である。

　　　２　平均給与月額は、給料月額と諸手当（寒冷地手当、期末勤勉手当及び退職手当を除く。）

　　　　の額とを合計したものである。

４　級別職員数の状況 （単位人・％・ポイント）

（注）　各年度４月１日現在の状況である。

0.36 0.70

６級 課長 1 2 ▲ 1 0.35 0.72 ▲ 0.37

５級 課長補佐 3 1 2 1.06

1.45 1.02

４級 係長　主任 6 8 ▲ 2 2.12 2.90 ▲ 0.78

３級 主任 7 4 3 2.47

0.00

２級 保健師 看護師 准看護師 4 4 1.41 1.45 ▲ 0.04

2.54 0.99

看護・保健職

１級 准看護師　専門員 0 0

７級 部長 10 7 3 3.53

15.58 ▲ 2.51

６級 部次長　課長 32 30 2 11.31 10.87 0.44

５級 課長補佐　係長 37 43 ▲ 6 13.07

34.41 ▲ 0.12

４級 係長　主任 31 28 3 10.95 10.13 0.82

３級 係長　主任 97 95 2 34.29

8.70 1.19

２級 主事 27 30 ▲ 3 9.54 10.87 ▲ 1.33

4年度 前年度 増減

行政職給料表
が適用される

職員

１級 主事 28 24 4 9.89

▲ 1.68 ▲ 9,240 ▲ 92,882

区分 標準的な職務内容
職員数 構成比

4年度 前年度 増減

看護・保健職

4年度 37.48 295,486 359,262

前年度 39.16 304,726 452,144

増減

314,007 393,683

増減 ▲ 0.31 ▲ 1,053 18,212

1.27 10,053 35,547

行政職給料表が適
用される職員合計

4年度 42.36 312,954 411,895

前年度 42.67

一般行政職以外の
職員で行政職給料
表が適用される者

4年度 42.31 312,131 392,657

前年度 41.04 302,078 357,110

増減

前年度 43.01 316,539 401,446

増減 ▲ 0.64 ▲ 3,415 14,439

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職

4年度 42.37 313,124 415,885



５　期末勤勉手当の状況 （単位円・月分）

（注）１　各年度の決算による。

　　　２　支給割合の左欄は期末手当、右欄は勤勉手当のものである。

　　　３　令和３年度人事院勧告における期末手当の0.15月引下げ分については、令和４年６月期の

　　　　　期末手当から引下げ相当額を減額している。

６　退職手当の状況

（１）常勤職員 （単位月分・円）

円

（注）１　各年度４月１日現在の状況である。

　　　２　１人当たり平均支給額は、各年度中に退職した職員に支給された退職手当の額の平均である。

（２）フルタイム会計年度任用職員 （単位円）

（注）令和４年度中に退職した職員に支給された金額の平均である。

１人当たり平均支給額 2,734,228 21,766,922 円

１人当たり平均支給額 396,235 円

最高限度額 47.709 月 47.709 月

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置
1年につき3パーセント（定年前1年
以内は2パーセント）加算

月

勤続３５年 39.758 月 47.709 月
支給割合

勤続２０年 19.670 月 24.587 月

勤続２５年 28.040 月 33.271

加算措置の状況（職制上の段階、職務の級等による加算措置） 5/100～15/100

区分 自己都合 勧奨・定年

0.05月

フルタイム会計
年度任用職員

4年度 2.40月 1.52月

前年度 2.55月 1.52月

増減 ▲ 0.15月

0.10月

再任用職員

4年度 1.35月 0.95月

前年度 1.45月 0.90月

増減 ▲ 0.10月

支給割合

常勤職員

4年度 2.40月 2.00月

前年度 2.55月 1.90月

増減 ▲ 0.15月

フルタイム会計
年度任用職員

4年度 692,447円

前年度 626,944円

増減 65,503円

区分 金額等

１人当たり平均支給額

常勤・再任用職員

4年度 1,381,235円

前年度 1,480,134円

増減 ▲ 98,899円



７　特殊勤務手当の状況 （単位円・％・ポイント）

（注）１　各年度の決算による。

　　　２　手当の種類等は、各年度４月１日現在の状況である。

８　時間外勤務手当の状況 （単位円）

（注）各年度の決算による。

65,284

前年度 57,347

増減 7,937

職員１人当たり平均支給年額

常勤・再任用職員

4年度 545,005

前年度 605,996

増減 ▲ 60,991

フルタイム会計
年度任用職員

4年度

増減 ▲ 11,383,382

フルタイム会計
年度任用職員

4年度 2,089,075

前年度 1,835,117

増減 253,958

野犬等取扱従事手当
土木課等で該当する業
務に従事する者

野犬掃とう等 １日につき500円

支給実績

常勤・再任用職員

4年度 155,871,468

前年度 167,254,850

感染症防疫業務従事手当
保健課等で該当する業
務に従事する者

感染症患者等の救
護等

１日につき500円

行旅死亡人取扱従事手当
福祉課等で該当する業
務に従事する者

行旅死亡人の収容
等

１日につき3,500円

手当の種類（手当数） 3

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

職員全体に占める手当支給職員の割合

4年度 4.2

前年度 6.2

増減 ▲ 1.9

支給職員１人当たり平均支給年額

4年度 7,375

前年度 4,059

増減 3,316

支給実績

4年度 88,500

前年度 69,000

増減 19,500



９　その他の手当の状況 （単位円）

（注）各年度の決算による。

99,054 ▲ 1,623

フルタイム
会計年度
任用職員

1,695,120 1,601,376 93,744 54,681 50,043 4,638

4,400 4,400 0

寒
冷
地
手
当

常勤職員
11月から3月まで基準日に在職する
者に支給(月額)
扶養親族のある世帯主
26,380円（21,104円）
扶養親族のない世帯主
14,580円（11,664円）
その他
10,340円（8,272円）
（注）（）内はフルタイム会計年度
任用職員の金額

26,014,102 25,556,010 458,092 97,431

宿
日
直
手
当

常勤職員
宿日直勤務に従事した者に
支給(1回につき) 4,400円

431,200 554,400 ▲ 123,200

2,661

管
理
職
手
当

常勤職員

管理監督の地位にある職員のうち指
定される職にある者に支給(月額)
1種100分の15
2種100分の12
3種100分の9
(いずれも給料月額に対する割合)

32,041,395 28,655,949 3,385,446 593,359 609,701 ▲ 16,342

フルタイム
会計年度
任用職員

1,522,738 1,514,472 8,266 60,910 58,249

▲ 11,629

通
勤
手
当

常勤・
再任用
職員

通勤距離が片道2㎞以上で交通機関
又は自動車等の交通用具を使用する
者に支給(月額)
交通機関50,000円上限
交通用具 通勤距離に応じた定額
(2～5㎞2,000円
 5～10㎞4,200円
10～15㎞7,100円ほか)

10,608,156 9,723,983 884,173 48,001 47,434 567

フルタイム
会計年度
任用職員

3,235,000 2,427,000 808,000 231,071 242,700

▲ 3,208

住
居
手
当

常勤職員
借家等に居住し家賃を支
払っている者に支給(月額)
借家等27,000円上限

23,744,072 21,802,643 1,941,429 272,920 272,533 387

▲ 91,622 229,769 235,553 ▲ 5,784

フルタイム
会計年度
任用職員

268,500 211,000 57,500 67,125 70,333

前年度 増減 4年度 前年度 増減

扶
養
手
当

常勤職員 扶養親族のある者に支給
(月額)
配偶者他 6,500円
子　　　10,000円

31,708,059 31,799,681

区分
内容及び
支給単価

支給実績 支給職員１人当たり平均支給年額

4年度



１　勤務時間の状況

（注）１　各年度４月１日現在の状況である。

　　　２　標準的な職場における状況である。

２　年次有給休暇の状況 （単位日・％）

３　育児休業の状況 （単位人）

（注）当該年度の全部又は一部で育児休業をした職員数である。

４　その他の主な勤務条件の状況

介護休暇
配偶者、父母、子等が負傷、疾病又は老齢のために日常生活を営むのに支障があり、そ
の者の介護をするため勤務しないことが相当である場合の休暇制度

介護時間
要介護者の介護のため、連続する３年の期間内において、１日につき２時間を超えない
範囲内で取得可能な休暇制度

組合休暇 職員団体の業務又は活動に従事する場合の休暇制度

休日等 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び１２月２９日から翌年１月３日までの日

病気休暇
負傷又は疾病のため療養する必要があり、勤務しないことがやむを得ないと認められる
場合の休暇制度

特別休暇
選挙権行使、結婚、出産、交通機関の事故等の事由により、勤務しないことが相当であ
る場合の休暇制度

0 0 0 0

区分 内容等

9 0 5 5

フルタイム
会計年度
任用職員

0 1 1 0 0

女 計 男 女 計

7 11 18 0 9

制度の
概要

子を養育する職員の継続的な勤務を促進することにより、職員の福祉を増進させるととも
に行政の円滑な運営に資するための制度。子が満３歳に達する日まで行うことができる。

取得状況

4年度 前年度 前々年度

男 女 計 男

50.9 18.9 9.8 51.8

区分 内容等

フルタイム
会計年度
任用職員

20.9 9.7 46.5 18.9 9.6

消化率

38.6 10.4 27.1 39.0 9.9 25.4 39.0 9.6 24.5

消化率 付与数 取得数 消化率 付与数 取得数

区分 内容等

制度の
概要

心身の疲労回復、労働力の維持培養を図るための制度。年間２０日間を上限として付与さ
れる（前年付与日数を上限に翌年に繰り越すことができる。）。

１人
当たりの
取得状況

4年 前年 前々年

付与数 取得数

38時間45分 午前8時45分 午後5時30分
午後0時から 土曜日・

日曜日午後1時まで

Ⅲ　職員の勤務時間その他の勤務条件及び休業の状況について

１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り

始業時刻 終業時刻 休憩時刻 週休日



１　分限処分の状況 （単位件）

（注）令和４年度中に行われた処分の状況である。

２　懲戒処分の状況 （単位件）

（注）令和４年度中に行われた処分の状況である。

合計 0 0 0 0 0

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合（交通事故） 0 0 0 0 0

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 0 0 0 0 0

合計

法令に違反した場合 0 0 0 0 0

合計 0 0 11 11

処分事由 戒告 減給 停職 免職

刑事事件に関し起訴された場合 0 0 0 0

地方公務員法第２８条第４項により失職したもの 0 0 0 0

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合 0 0 0 0

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0

心身の故障の場合 0 0 11 11

Ⅳ　職員の分限処分及び懲戒処分の状況について

処分事由 降任 免職 休職 合計



１　職員の服務の状況

２　退職管理の状況

状況
音更町職員の退職管理に関する規則を平成２８年９月３０日に制定し、退職
管理の適正化に取り組んでいる。

営利企業等の従事制限
許可を受けなければ、営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社
等の役員等の地位を兼ねたり、自ら営利を目的とする私企業を営んだり、報
酬を得ていかなる事業・事務にも従事してはならないこと。

区分 内容等

概要
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行（平成２
８年４月１日）により、本町を退職し営利企業などに再就職した元職員によ
る、離職前の職務に関する現職職員への働きかけが禁止された。

職務に専念する義務
勤務時間・職務上の注意力のすべてを職責遂行のために用い、自らが行うべ
き職務にのみ従事しなければならないこと。

政治的行為の制限

　次のような政治的行為をしてはならないこと。
１　政治的団体等の結成に関与したり、このような団体等の役員となるこ
　と。
２　政治的団体等の構成員となるように、又はならないように勧誘運動をす
　ること。
３　特定の政治的団体等に対し支持・反対する目的で、又は公の選挙等にお
　いて特定の人等に対し支持・反対する目的で、次のような政治的行為をす
　ること。（ただし、町外においては（１）・（２）・（３）の行為を行う
　ことができる。）
（１）公の選挙等において投票をするように、又はしないように勧誘運動を
　　すること。
（２）署名運動を企画、主宰するなどこれに積極的に関与すること。
（３）寄附金等の募集に関与すること。
（４）文書・図面の役場庁舎等への掲示や庁舎等の利用を行ったり、又は行
　　わせたりすること。

争議行為等の禁止
住民に対しての同盟罷業・怠業等の争議行為や業務の活動能率を低下させる
怠業的行為をしてはならないこと。

法令等及び上司の職務
上の命令に従う義務

法令等に従い、上司の職務命令に忠実に従って職務を遂行しなければならな
いこと。

信用失墜行為の禁止 職の信用を傷つけたり、不名誉となるような行為をしてはならないこと。

秘密を守る義務
在職中・退職後に関わらず、職務上知り得た秘密を漏らしてはならないこ
と。

Ⅴ　職員の服務及び退職管理の状況について

区分 内容等

服務の根本基準
全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げて職務の遂行に
専念しなければならないこと。

服務の宣誓 服務の宣誓をしなければならないこと。



１　研修の状況 （単位人）

（注）令和４年度中に行われた研修の状況である。

委託研修
自治大学校、中央研修所、道市町村職員研修センター等の研修機関におい
て、職務遂行上必要な一般的・専門的能力を養成するための研修等

176

職場研修 実務に即した実践的な研修等 600

Ⅵ　職員の研修に関する状況について

区分 内容 参加者数

派遣研修
北海道や行政課題の先進地に職員を派遣することにより、相互協力関係の
構築と職員の資質向上や意識改革を図るための研修等

2



１　共済組合・福祉協会の事業の状況

　詳しい事業内容は、北海道市町村職員福祉協会のホームページをご覧ください。

２　健康診断の実施状況 （単位人）

（注）令和４年度中に行われた健康診断の状況である。

３　職員住宅の状況 （単位件）

（注）令和４年度中に行った貸与の状況である。

４　職員住宅建築資金貸付基金の状況 （単位件）

（注）令和４年度中に行った貸付けの状況である。

５　公務災害補償の状況 （単位件）

（注）令和４年度中に行った公務災害補償の状況である。

６　公平委員会制度の概要

不利益処分の不服
申立ての審査

職員に対する不利益な処分についての不服申立てに対し裁決・決定をすること。

苦情処理
上記を除き、職員からの勤務条件等の人事管理に関する苦情の申出及び相談を処
理すること。

職員団体の登録
職員がその勤務条件の維持改善を図ることを目的として組織する団体を職員団体
として登録すること。

通勤災害補償 通勤途上の災害について療養補償などを行う。 0

区分 内容等

勤務条件に関する
措置要求の審査

職員の給与、勤務時間等の勤務条件に関する措置の要求について審査・判定を
し、必要な措置を執ること。

区分 内容等 件数

公務災害補償 公務上の災害について療養補償などを行う。 1

新築 １戸につき１５０万円を限度に年利１.５パーセントで貸し付けている。 0

増改築 １戸につき１２０万円を限度に年利１.５パーセントで貸し付けている。 1

職員住宅 同居親族を有する職員向けに、１月当たり賃貸料１６,５００円で貸与している。 5

区分 内容等 件数

脳ドック ３５歳以上の職員を対象とした脳の検査 19

区分 内容等 件数

乳がん検診 女性職員を対象とした乳がんの検査 31

子宮がん検診 女性職員を対象とした子宮がんの検査 22

職業病特別健康診断 保育士職の腰痛検査 19

総合健診
４０歳以上の全職員及び３０歳以上４０歳未満の半数を対象と
した健診で、定期健康診断の内容に生活習慣病に関する内容を
加えたもの

215

生命共済事業 保険会社との契約により、死亡・障害・入院等の保障を行う。

区分 内容等 受診者数

健康診断
総合健診の対象とならない全職員を対象とした一般検査・血液
検査・心電図検査

95

負担総額869千円（負担率50％）、1人当たり公費負担額2,786円

医療給付事業 医療費の自己負担額に対し、一定の金額の給付を行う。

貸付事業 臨時の出費や被扶養者の入学・修学に用いる費用について貸付けを行う。

福祉年金事業 退職金の運用を行い、年金方式による給付を行う。

福祉事業
資金の貸付け、保健事業、貯金事業等職員やその扶養親族の福祉と健康の増
進を図るための事業を行う。

福
祉
協
会

名称 北海道市町村職員福祉協会（共同互助会）

福利厚生事業 健康保持増進・保健思想の普及向上などを目的に各種の助成・給付を行う。

負担金事業
地方公務員法第42条の厚生制度として事業主が行うべき職員の元気回復等の
健康保持増進事業を行う。

公費負担総額等

Ⅶ　職員の福祉及び利益の保護の状況について

区分 内容等

共
済
組
合

名称 北海道市町村職員共済組合

短期給付事業 職員やその扶養親族の公務外の病気・ケガ等に対し、療養の給付等を行う。

長期給付事業 年金給付等を行う。



　令和４年度における処理件数なし

　令和４年度における処理件数なし

Ⅷ　勤務条件に関する措置の要求の状況について

Ⅸ　不利益処分に関する審査請求の状況について


